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屋根形状、吹抜空間の特
性を活用した自然換気に
より自然換気を促進させ
る断面構成　

ヒートルーフによる熱回収
冬場は平面的に大きい屋根面で
太陽熱を回収し外気負荷を軽減

地場産材の木質ペレット利用
災害時の停電対応の局所暖
房熱源として利用

地中熱を利用した空調機はエントランス等一時避難者滞
在スペースの空調に利用し災害時の空調負荷軽減に寄与

雨水利用
雨水貯留槽に雨水
を貯留し中水利用

吹き抜け部は空調効率の良い居住域で吹出
遠赤外線効果と視覚による暖かさを演出

耐圧盤などRC躯体部への蓄熱利用
夜間外気取込により冷房負荷軽減
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テーマ３ 景観形成について / テーマ４ まちづくりにおける新庁舎と複合施設の役割について

" 遠近の景 "から " まちニワ "へ - ” 景観に調和する庁舎 ”
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貫・楔

軽井沢モダンを継承しつつ"新しい顔"となる屋根
軒先を低く抑えながら空へ向かう屋根形状は、目線から
の視線に圧迫感を与えず、水平に伸びやかに森に広がる
形状とします。

病院からの視線に配慮した浅間山モチーフの屋根
軽井沢病院から浅間山への視線にも配慮し眺望を妨
げない屋根とします。形状は浅間山の威厳ある稜線
(15°~23°)に沿った形状で遠近の景をつくります。

「谷」を作らない屋根
大屋根は「谷」を作らない構成とする
ことで、数年に一度の大雪時にも屋根
への積雪を防ぎます。

浅間山
小浅間山石尊山

20° 15°水平

防災拠点としての主要部構造 : 庁舎配置は敷地の高い位置とす
ることで、水害を避け災害時の防災拠点とします。庁舎・複合施
設主要部は堅牢なRC造とし、その周囲を木造で繋ぎます。複合
施設屋根については軽量な”山並みユニット構造”を用いて大ス
パンを実現し、避難施設として使用できる空間を目指します。

自家発電機の利用 : 災害時のライフラ
イン復旧までのエネルギーバックアップ
システムとして、最低３日間の自家発電
設備に、自然エネルギー源・創造エネ
ルギー源を併用することで使用可能期
間を７日間以上に延ばします。

周辺施設と連携した避難施設としての複合施設 : 複合施設を
避難所として利用可能、日頃から町民の親しめる施設とし、緊急
時にもわかりやすい避難場所となります。隣接する軽井沢病院と
の連携を視野に、機動力の高い災害医療提供体制を提案します。

地場産材を使用した木架構 : 森と
庁舎の接点となる"まちの縁側"は、
柱φ30㎝斜材φ16㎝以上の地場産
材丸太を用います。明治時代からの
植林が入替期になっており、30㎝以
上の材木(樹齢60年程度 )が豊富で
す。前年の冬から準備ができれば、(春
の水を吸わない)堅牢な丸太材が確保
できます。地場産材を積極的に利用
することで環境負荷を低減します。
構造要素としての浅間石ロッジ : 浅
間石(焼石 )は構造材としての強さを
持ちながら、軽石と同様に加工性に優
れ現場加工も容易です。ダボ穴、補強
金物を容易に要所へ取り付けることで、
地震時にも安全に支える構造とします。

ZEB readyの実現 : 自然エネルギー源・
創造エネルギー源の活用、最新の設備計
画により、高品質な室内環境の維持と同時
に、庁舎の50%以上一次エネルギー消費
量を削減し、ZEB readyの実現を目指しま
す。

エネルギー効率の良い庁舎 : BEMS(庁舎
運用管理ステム) - エネルギー使用状況を
「見える化」し、設備機器の稼働を自動で制
御します。30%以上のLCCO2削減を目指
します。　

「遠近の景」を生み出す屋根 : 新庁舎は中山道沓掛宿の末端にありつつ、同時にグラ
ンドデザイン軽井沢モダンの5つの地区全体を表す建物を目指します。浅間の大地、湯
川の流れ、離山など大きな地形の軸線。縄文からの連綿とつながる営みの景。明治以降
100年の転生と日本を代表する保養地の文化。沓掛テラスや大賀ホールなど近年の景観
形成への試み。浅間山への視線と調和しながら古きと未来をつなぐ屋根の形を模索しまし
た。同時に豪雪の際に雪が溜まらない構造など安全面にも考慮しています。

軽井沢の四季を彩る樹木計画
秋の紅葉・ミズナラ、冬のシラカバ、そして軽井
沢の町木コブシなどを配置し、軽井沢の四季の
森となります。

＊屋外機置き場の雨水は、入母屋の
上部切妻から水平排水できます。

浅間山 離山
屋根

遠景：大地と呼応する屋根

国道１８号

近景：まちニワの種で変化する立面

大屋根見えない

旧軽井沢
からの視線

中軽井沢
からの視線

信濃鉄道からの視線

それぞれの視線をお迎えする入母屋屋根

奥へ移動
する視線

かつての沓掛宿・長倉神社と
同じ旅人の” 見返り” の視点

病院からの視線

まちニワの種

"軽井沢モダン"の継承と展開
環境に配慮した建築 / 国際文化観光都市としての品位と調和を備えた緑の中の庁舎5

地場産材を取り入れた"山並みユニット構造"堅牢なRC造と親しみやすい木造 環境に貢献する環境装置としての庁舎
環境に配慮した庁舎2：構造計画安心安全を支える防災拠点としての庁舎 環境に配慮した庁舎3：設備計画76 8

ヴォーリス(浮田)邸暖炉(居
場所)石積みからの家づくり

借宿(間の宿場)の街並み
街道に沿って視線の変化

大賀ホール
山並みと呼応する屋根　

初期宣教師別荘群の和洋折衷
様式とテラス半外部空間

縄文からの歴史 古代～江戸ま
で農村の入母屋は日本の原風
景だった(茂沢南石堂遺跡近

辺から想像 )
聖パウロ教会：チェコの入母屋
が馴染む歴史と風土

沓掛テラス 通り(県133)から
の視線: 3つの切妻でお迎え

軽井沢レーモンド建築の
簡素でも立体的な木架構

その昔、在原業平が都からこの地を訪れ、”遠近の里”と詠みました。
雄大な浅間の大地と人々の営みの対比が美しく映ったことでしょう。
浅間の大地に寄り添う大屋根、大屋根に寄り添う人々の営み”まちニワ”
ミクロとマクロが入子に連なる新しい庁舎の景色は、この風土の新しい”遠近の景”となります。

電源 自家発電機（燃料備蓄）、電源車、太陽光発電・蓄電池
水 受水槽、ペットボトル備蓄
便器洗浄水 雑用水ピット貯留、雨水利用
排水 緊急排水槽、マンホールトイレ
空調 地中熱利用空調機、電気式空調機（非常用発電）、木質ペレットストーブ

炊出し LPガス
※重要機器、屋外機器についてはSPD（避雷器）設置

避難拠点
災害

対策拠点

災害
支援活動
ゾーン

独立性
を確保

避難
支援活動

避難
支援活動
ゾーン

相談窓口 災害情報の発信
（仮設）

複合施設棟

庁舎棟

迅速な機能転換、支援活動が可能な計画 : １階まちの縁側北
東エリアを災害情報の発信拠点、南東エリアを町民相談窓口とし、
来庁者の対応を円滑に行うことが可能な計画とします。執行部フ
ロアである２階に災害対策本部を設置し、町長室・副町長室、防
災倉庫と隣接させ機動的に連携します。

図3-5.　防災計画表

図3-4.　防災機能ゾーニング

図3-8.　山並みユニット構造解析図 図3-10.　設備断面ダイアグラム
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図3-9.　一次エネルギー消費量の削減

図3-9.　LCCO2の削減

図3-7.　構造コンセプト模型

図3-6.　浅間石補強のイメージ図

図3-1.　軽井沢の景観に配慮し軽井沢モダンを展開する入母屋屋根
辺 像 ) 馴染 歴史 風

図3-2.　軽井沢の風土にあった屋根を考える 図3-3.　屋根の構成 : 「遠近の景」を生み出す屋根


